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（１）DXビジョン
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当社はデータとデジタル技術の活用により、物流サービスの在り方を「進化」させ社会・顧客・自社

に向けて新たな価値を「創造」し、既存物流サービスの概念を「超越」することを目指す。
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データをつなぎ  デジタルで創造する

「進・創・超」
データをつなぎ デジタルで創造する

「進・創・超」
自社

業務の在り方を進化させ、

次世代へ向けて成長する

◼ デジタル技術の活用により、業務

プロセスを最適化しつつ、未来を

生き抜くための新たな価値を創出

することで永く成長し続ける

◼ 人材という資産を惹きつけ、企業と

従業員がともに輝き、成長し続けら

れる環境と組織へ脱皮する

サービスの在り方を進化させ、

新しい価値を創出・提供する

◼ 顧客接点および対応にデジタルを

取り入れることにより迅速かつきめ

細やかなサービスを提供

◼ 物流現場へのデジタル導入による、

更に安心・安全なサービスの提供

◼ 物流における顧客の課題解決・業務

効率化を支援し、物流パートナーとして

の関係性を構築

物流の在り方を進化させ、

未来へつながる社会に貢献する

◼ 「自利利他公私一如」の精神に則り、

社会課題の解決に貢献する

◼ サプライチェーンにおけるストックポイント

として、激甚災害や緊急事態発生時

の社会リスク低減に努める

◼ データとデジタル技術を活用した物流の

効率化による脱炭素社会等の実現を

推進

顧客

社会



（２）DXの基本方針
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DXビジョンの達成に向けた具体的な戦略として、現在の事業・業務の高度化・効率化を目指す「守りのDX」と、新たな価値

を創造する「攻めのDX」を策定する。デジタルプラットフォームの構築と並行してDXを進めるための環境整備も進め、業務の在

り方を大きく進化させる。

顧客満足度の向上 顧客提供価値の向上

顧客

攻めのDX（未来への挑戦）
新たな価値創造による顧客ニーズへの迅速な対応 .

顧客への

新たな

価値創造

守りのDX（内なる改革）
データの利活用による業務とサービスの高度化

DXの推進に向けた環境整備

データの活用

データマネジメント基盤
進化と創造を下支えするデータの一元管理と利活用のフィールド

デジタル

プラットフォーム 経営高度化基盤
迅速な状況把握による的確な意思決定

営業高度化基盤
広い顧客ニーズへの迅速かつ寄り添った対応の実現

業務高度化基盤
業務の集約と可視化によるリソース配分の最適化

業務効率化
ベストプラクティスに沿った

業務の標準化・自動化

デジタル人材育成
デジタルスキルの向上と

変革へ向かうマインドセット

組織改革
コミュニケーションの活性化と

保守的風土からの脱皮

制度見直し
柔軟で迅速な判断と

デジタル投資枠の新設

開発環境の進化
アジャイル開発と

外部ベンダーの活用



デジタル人材の育成プロセス

企業・組織におけるデジタル人材育成は、全従業員の意識・行動変革とデジタルコア候補となり得る人材の発掘・育成

を行います。
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（３）デジタル人材育成

デジタル人材の育成計画

対象者人材像

◼ 経営陣が対象

◼ デジタルおよび物流に関する豊富な知識とスキルを有

し、全社的な経営の視点をもってDXの推進・リーダー

シップを発揮できる人材を目指す

◼ 全社的なDX推進の指揮が求められる

L

4

◼ DX推進を統括する部署が対象

◼ 取り組みの実質的なリーダーとして各施策の指揮を

執るポジションとなる

◼ デジタルスキルはもちろん、課題背景を整理し解決で

きる力のある人材を目指す

L

3

◼ 新入社員を含め、上記に当てはまらないすべての従

業員が対象

◼ ExcelやWord等を含む基礎的なデジタルツールを使

用し、通常業務をこなすことができ、実装/推進人材

への育成を目指す

L

1

◼ 全ての部門・現場に1名以上を配置し、育成する

◼ 各部門の業務を理解し、率先してデジタルツールを活

用し、周囲への指導を行うとともに、必要に応じてデ

ジタルを活用した業務改善案等も提案できるレベル

を目指す

L

2

デジタル

コア人材

DX戦略の推進の中核

事業・機能における企画・推進

実装/推進人材

DX戦略・企画の

各部門における推進

DX戦略策定・主導

IT機能・セキュリティ

管理責任

デジタル

リーダー

DX戦略・企画への理解

IT・デジタルツール利活用

デジタル基礎人材

「実装/推進・人材」の層を厚くし、各部門がAIやデジタルの活

用に関して自走できる環境を構築する。

人材に求めるスキルの定義に基づき、デジタル人材のレベル別に必要な

人材と育成プランを設定し、外部人材の活用も視野に人材育成方針

と人材育成の管理体制を策定する。



（４）DX推進体制
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DXの推進に当たっては、テーマごとに主体となって進める部門横断型のワーキンググループ（以下、WG）を組成し、施策・機

能単位でスピード感を持って検討・推進しつつ、DX推進統括部会が全体のバランスを取ってデジタルプラットフォームの構築を

進める。

全体統率

DX推進活動

情報システム部

DX委員会

DX推進統括部会

（LE推進室）

業務高度化

業務改善WG

オペレーションセンターWG

業務プラットフォームWG

環境整備

デジタル人材育成WG

デジタル投資WG

データマネジメント基盤

整備

データベースWG

施策・機能単位で

WGを組成

営業高度化

荷主ポータルWG 経営コックピットWG

支店コックピットWG営業コックピットWG

経営高度化

取締役会

作業コックピットWG

ナレッジポータルWG

委員長 ： 社長

メンバー ： 常務執行役員、支店長

事務局 ： LE推進室



（５）ロードマップ策定方針と評価指標

DX戦略の実行に際しては全体を3分割し2年を1フェーズとして、変革、進化、創造の順に取り組みを進め、2030年度時

点での新たな価値の創造を目指します。

守りのDX

2024 2026 2028

第1期 第2期 第3期

攻めのDX

データの利活用による業務とサービスの高度化

新たな価値創造による顧客ニーズへの迅速な対応

DX1.0
変革フェーズ

DX推進の基盤となる

データ・業務・人材・制度・組織

5つの領域の在り方を変革

DX2.0
進化フェーズ

経営・顧客接点・現場作業

および物流サービスの

データ利活用による進化

DX3.0
創造フェーズ

サプライチェーン全体の高付加価値化や

社会課題解決に資する

新たな価値の創造

2030

新たな

価値創造業務と提供サービスの

高度化DXを推進する

環境の確立

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
方
針

到
達
点

DX戦略

DX1.0の

ゴール

DX推進の社内環境の確立及び

守りのDXにおける成果を創出し、

DX2.0へのスムーズな移行を実現

DX戦略

DX2.0の

ゴール

守りのDXの継続及び攻めの

DXにおける成果を創出し、

高い顧客満足度を達成

DX戦略

DX3.0の

ゴール

業界内での先進的な

サービス・ビジネスの提供による

リーディングカンパニーとしての

ブランドイメージの確立
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